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　虚空蔵菩薩は無限の
 ち  え 

智慧や
 く どく

功徳を蔵
する仏として信仰を集めてきました。こ
の像は鎌倉時代末(14世紀)の作と推定
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令和７年度八潮市一般会計補正予算
（第6号）など全４3議案を可決

令和７年度八潮市一般会計補正予算
（第6号）など全４3議案を可決

　
令
和
７
年
第
３
回
臨
時
会
（
11
月
７
日
）
及
び

令
和
７
年
第
４
回
定
例
会
（
12
月
１
日
〜
18
日
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
臨
時
会
で
は
、「
令
和
７
年
度
八
潮
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）」
を
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　
定
例
会
で
は
、「
令
和
７
年
度
八
潮
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）」
な
ど
補
正
予
算
関
係

10
議
案
、
そ
の
他
「
八
潮
市
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
に
つ
い
て
」
な
ど
30
議
案
、
あ
わ
せ
て
40
議
案

を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
「
太
陽
光
発
電

設
備
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
及
び
適
正
な
廃
棄
処
理

に
関
す
る
意
見
書
」
な
ど
２
議
案
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

市民のうごき
令和8年（２０26年）1月１日現在

前月比
人口

男

女

世帯

……………………93,726人 （－80）

……………………48,578人 （－26）

……………………45,148人 （－54）

…………………47,689世帯（－25）

　
本
会
議
お
よ
び
委
員
会
は
、
ど
な

た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
新
し
い
本
会
議
場
に
は
、
親
子
傍

聴
席
や
車
椅
子
等
使
用
者
席
の
ほ
か
、

難
聴
者
の
聞
こ
え
を
支
援
す
る
ヒ
ア

リ
ン
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
市
議
会
の
活
動
に
ふ
れ
る
こ
と
の

で
き
る
身
近
な
方
法
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

定
例
会
は
年
４
回
開
か
れ
ま
す
。

議
会
の
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い



２

令和8年（２０26年）2月

A　
市
議
会
は
、
市
民
が
選
ん
だ
代

表
者
で
あ
る
市
議
会
議
員
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
意
思
を
市
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
に
関
す
る

問
題
を
調
査
し
、
審
議
し
て
ど
う
処

理
す
べ
き
か
を
決
め
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
市
議
会
は
「
議
事
機
関
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
市
長
は
議
会
の
決
定
に
基

づ
い
て
、
実
際
の
市
政
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
長
は
「
執

行
機
関
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
市
議
会
と
市
長
は
、
お
互
い
に
独

立
し
た
立
場
か
ら
協
力
し
あ
っ
て
市

民
生
活
の
向
上
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

A　
議
会
の
構
成
員
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
議
員
の
選
出
は
、
住
民
の
選

挙
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
、
住
民
を
代
表
す
る
地
位
に
あ
り

ま
す
。

A　
市
議
会
議
員
は
、
４
年
ご
と
の

選
挙
に
よ
っ
て
市
民
の
中
か
ら
選
ば

れ
ま
す
。日
本
国
民
で
選
挙
権
が
あ
り
、

連
続
し
て
３
カ
月
以
上
市
内
に
住
所

の
あ
る
満
25
歳
以
上
の
方
な
ら
、
誰

で
も
立
候
補
で
き
ま
す
。

　
選
挙
で
当
選
し
て
議
員
に
な
る
と
、

４
年
間
が
議
員
と
し
て
の
活
動
期
間

と
な
り
ま
す
。

　
議
員
定
数
は
、
市
の
条
例
で
定
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
八
潮
市
議
会
の
場
合
、
現
在
の
定

数
は
21
人
で
す
。

A　
議
長
と
副
議
長
は
、
議
員
の
中

か
ら
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
ま
す
。

議
長
は
、
市
議
会
の
代
表
者
で
す
。

議
会
の
時
に
は
議
事
を
進
め
る
こ
と
、

議
場
の
秩
序
を
保
つ
こ
と
な
ど
、様
々

な
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
議
会
の
代
表
と
し
て
会

議
に
出
席
し
た
り
、
他
の
機
関
と
協

議
を
し
た
り
と
、
重
要
な
役
割
が
あ

り
ま
す
。

　
副
議
長
は
、
議
長
が
欠
け
た
時
や

議
長
が
出
張
な
ど
で
不
在
の
時
に
、

議
長
の
代
わ
り
を
つ
と
め
ま
す
。

A　
議
会
は
、
市
長
が
招
集
し
ま
す
。

八
潮
市
で
は
、
本
会
議
が
始
ま
る
日

の
７
日
前
ま
で
に
市
長
が
告
示
し
ま

す
。

A　
議
会
は
、原
則
と
し
て「
定
例
会
」

と
「
臨
時
会
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

定
例
会
は
、
定
期
的
に
招
集
さ
れ
る

議
会
の
こ
と
で
す
。
八
潮
市
議
会
の

定
例
会
は
、
条
例
で
年
４
回
と
定
め

ら
れ
て
お
り
、
３
月
、
６
月
、
９
月
、

12
月
に
開
か
れ
ま
す
。

　
臨
時
会
は
、
急
を
要
す
る
案
件
が

あ
る
場
合
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て
開

か
れ
る
議
会
の
こ
と
で
す
。

　

議
案
第
93
号
令
和
７
年
度
八
潮
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
に

反
対
の
立
場
で
討
論
を
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　

こ
の
補
正
予
算
に
は
障
が
い
者
行

動
計
画
・
障
が
い
福
祉
計
画
推
進
事

業
１
０
７
万
８
千
円
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
令
和
８
年
度
に
見
直

し
が
予
定
さ
れ
て
い
る
第
９
次
八
潮

市
障
が
い
者
行
動
計
画
・
第
８
期
八

潮
市
障
が
い
福
祉
計
画
の
ア
ン
ケ
ー

ト
業
務
の
中
の
対
象
者
の
抽
出
業
務

の
委
託
費
で
す
。

　

現
在
、
第
８
次
八
潮
市
障
が
い
者

行
動
計
画
・
第
７
期
八
潮
市
障
が
い

福
祉
計
画
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
策
定
さ
れ
た
も
の
を
見
る
と
身

体
障
害
者
手
帳
所
持
者
数
、
そ
の
等

級
別
・
種
類
別
、療
育
手
帳
所
持
者
数
、

そ
の
程
度
別
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
所
持
者
数
、
そ
の
等
級
別
の

記
載
は
あ
る
も
の
の
、
結
果
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
種
別
か
ら
の
回
答
数
に

つ
い
て
の
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア

ン
ケ
ー
ト
対
象
の
う
ち
、
障
が
い
者

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
対
象
者
は
市
内
に

お
住
い
の
障
が
い
者
手
帳
及
び
自
立

支
援
医
療
（
精
神
通
院
）
や
障
害
児

通
所
支
援
（
児
童
発
達
支
援
・
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
と
さ
れ
て
お
り
総
数
５

７
７
２
名
の
う
ち
配
布
数
は
２
５
９

０
人
で
回
収
数
は
１
１
８
３
人
。
回

収
率
は
45
・
７
％
と
あ
り
ま
す
が
、

抽
出
数
で
は
な
く
総
数
か
ら
の
回
収

数
の
割
合
を
見
る
と
回
答
率
は
20
％

く
ら
い
に
な
り
ま
す
。
ま
た
こ
こ
か

ら
種
別
に
分
け
て
い
く
と
障
害
の
種

別
や
程
度
に
よ
る
回
答
は
少
な
く
な

り
、
計
画
策
定
に
有
効
と
な
る
回
答

数
が
あ
る
か
を
考
慮
さ
れ
な
い
と
計

画
の
指
針
と
し
て
十
分
か
ど
う
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見

る
と
寝
た
き
り
の
多
い
身
体
障
が
い

者
１
級
が
令
和
５
年
７
３
８
人
だ
が

全
く
外
出
し
な
い
と
答
え
る
方
が
21

人
と
少
な
く
、
こ
れ
は
対
象
者
が
回

答
・
送
付
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
対
象
者
抽
出
を
こ
れ

ま
で
よ
り
さ
ら
に
細
か
く
区
分
し
て

検
証
で
き
る
よ
う
な
形
に
し
て
頂
き

た
い
。

　

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
考
慮
や
回

収
率
が
増
え
る
取
り
組
み
を
総
括
質

疑
で
質
疑
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
抽
出
に
偏
り
は
な
い

と
い
う
認
識
や
、
回
収
率
が
上
が
る

工
夫
を
お
答
え
頂
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
今
回
の
補
正
予

算
の
委
託
内
容
は
前
回
と
変
わ
ら
ぬ

抽
出
計
画
、
抽
出
作
業
、
宛
名
シ
ー

ル
の
作
成
で
あ
り
、
こ
の
計
画
と
作

業
は
今
後
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
実
際

の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
数
や
集
計
結
果

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

今
定
例
会
に
お
い
て
も
多
く
の
議

員
か
ら
八
潮
市
の
公
共
交
通
、
ま
た

福
祉
に
関
し
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
抽
出
業
務
は
、
計
画
策
定
の
ス

タ
ー
ト
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
大

き
く
関
わ
る
こ
と
で
す
。「
住
み
や

す
さ
ナ
ン
バ
ー
１
の
ま
ち
八
潮
」
を

前
進
す
る
た
め
、
も
っ
と
人
に
や
さ

し
い
八
潮
市
に
し
て
い
く
た
め
に
計

画
の
改
善
、
充
実
を
し
て
頂
き
た
く
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
市
民
の
声
の
集
約

や
こ
れ
ま
で
拾
え
な
か
っ
た
声
を
集

反
対
討
論
（
り
っ
け
ん
八
潮
の
会
）

賛
成
討
論
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

　

議
案
第
93
号
令
和
７
年
度
八
潮
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
に

つ
い
て
、
賛
成
の
立
場
か
ら
討
論
い

た
し
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
を
見
ま
す
と
、

主
な
も
の
と
し
て
、
歳
入
で
は
、
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
や
障
が

い
児
通
所
給
付
費
の
増
加
に
伴
う
、

国
庫
及
び
県
支
出
金
の
増
額
や
、
私

立
保
育
所
保
育
事
業
委
託
料
の
増
額

に
伴
う
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・

保
育
給
付
費
負
担
金
の
増
額
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
の
予
算
化
な

ど
、
収
入
の
見
込
み
を
的
確
に
捉
え

る
と
と
も
に
、
時
宜
（
じ
ぎ
）
を
得

た
適
切
な
予
算
措
置
が
な
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
に
つ
い
て
で
す
が
、

総
務
費
で
は
、
市
内
一
周
駅
伝
大
会

に
替
え
て
、
中
川
や
し
お
ラ
ン
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
係
る
補
助
金

が
予
算
化
さ
れ
て
お
り
、
円
滑
に
事

業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

　

民
生
費
で
は
、
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
が
増
額
さ
れ
、
障
が
い

者
に
対
す
る
支
援
を
進
め
る
姿
勢
が

伺
え
ま
す
。

　

ま
た
、
私
立
保
育
所
保
育
事
業
委

託
料
や
施
設
等
利
用
給
付
費
が
増
額

さ
れ
、
高
ま
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
予
算
編
成
で
あ
る
と
評
価
で
き
ま

す
。

　

さ
ら
に
は
、
新
設
学
童
保
育
所
建

設
工
事
費
が
予
算
化
さ
れ
て
お
り
、

新
設
小
学
校
の
開
校
に
向
け
、
充
実

し
た
学
童
保
育
の
体
制
整
備
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

教
育
費
で
は
、
令
和
８
年
度
の
中

学
生
海
外
派
遣
事
業
に
係
る
補
助
金

が
増
額
さ
れ
て
お
り
、
事
業
を
確
実

に
実
施
す
る
た
め
の
適
切
な
予
算
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
評
価

で
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
全
般
的
な
事
項
と
し
て
、

契
約
額
の
確
定
等
に
伴
う
減
額
、
ま

た
人
事
院
勧
告
等
に
伴
う
職
員
等
の

人
件
費
の
補
正
、
令
和
６
年
度
の
実

績
に
応
じ
た
国
や
県
へ
の
返
還
金
な

ど
の
予
算
措
置
が
適
切
に
さ
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
翌
年
度
以
降
の
業
務
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
、
継
続
費
の
追
加

及
び
変
更
や
、
債
務
負
担
行
為
の
追

加
に
つ
い
て
も
適
切
に
さ
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

　

以
上
、
今
回
の
補
正
予
算
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

財
政
状
況
が
続
く
中
、
財
源
の
有
効

活
用
を
図
り
、
市
民
生
活
に
密
着
し

た
緊
急
か
つ
重
要
な
行
政
課
題
に
対

し
、
市
民
の
市
政
に
対
す
る
期
待
や

要
望
に
出
来
る
限
り
応
え
よ
う
と
す

る
積
極
的
な
姿
勢
が
う
か
が
え
、
高

く
評
価
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
こ
こ
に
賛
成
の
意
を
表

し
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。

　

右
記
の
討
論
の
ほ
か
、
議
会
の
議

員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
、
や
し
お
フ
ァ
イ
ト
の

会
（
反
対
）
、
市
長
等
の
給
与
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
、
や
し
お
フ
ァ
イ
ト
の

会
（
反
対
）
の
そ
れ
ぞ
れ
討
論
が
あ

り
ま
し
た
。

◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆

め
、
計
画
に
反
映
で
き
る
ア
ン
ケ
ー

ト
に
な
る
よ
う
反
対
の
討
論
と
い
た

し
ま
す
。

議
会
の
Ｑ
＆
Ａ

　
今
号
で
は「
議
会
の
Ｑ
＆
Ａ
」と
題

し
ま
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
議
会

に
対
し
て
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

　
な
お
、
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

Q　
議
員
と
は

Q　
議
会
の
役
割
は

Q　
議
会
は
ど
の
よ
う
に

　
　
開
か
れ
る
の
で
す
か

Q　
議
会
は
、
１
年
に
何
回

　
　
開
か
れ
る
の
で
す
か

Q　
議
長
と
副
議
長
の
役
割
は

Q　
議
員
の
任
期
と
人
数
は

｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜

討 

論
令
和
７
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）
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●市長提出議案処理結果一覧表

●議員提出議案処理結果一覧表

●市長提出議案処理結果一覧表

付託委員会 議決結果件　　　　名議案番号

付託省略

〃

総文・建水・福環

福環

建水

〃

〃

〃

〃

福環

建水

〃

福環

〃

総文

福環

総文

〃

〃

〃

福環

〃

〃

〃

総文

福環

〃

建水

〃

総文

〃

〃

福環

〃

〃

〃

〃

〃

〃

付託省略

原案可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

原案同意

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

工事請負契約の締結について

工事請負契約の締結について

令和７年度八潮市一般会計補正予算（第７号）

令和７年度八潮市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

令和７年度稲荷伊草第二土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）

令和７年度鶴ヶ曽根・二丁目土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）

令和７年度大瀬古新田土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）

令和７年度西袋上馬場土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）

令和７年度八潮南部東一体型特定土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）

令和７年度八潮市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

令和７年度八潮市上水道事業会計補正予算（第２号）

令和７年度八潮市公共下水道事業会計補正予算（第２号）

八潮市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例について

八潮市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例について

八潮市部設置条例の一部を改正する条例について

八潮市附属機関設置条例の一部を改正する条例について

八潮市職員定数条例の一部を改正する条例について

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について

市長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例について

八潮市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

八潮市こども医療費支給に関する条例の一部を改正する条例について

八潮市子ども・子育て支援審議会条例の一部を改正する条例について

八潮市地域型保育事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

八潮市学童保育の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

八潮市廃棄物の処理及び再生利用に関する条例の一部を改正する条例について

八潮市知的障害者生活サポートセンター条例を廃止する条例について

工事請負契約の締結について

工事請負契約の締結について

工事請負契約の変更契約の締結について

工事請負契約の変更契約の締結について

第６次八潮市総合計画基本構想の策定について

八潮市高齢者福祉施設やしお苑の指定管理者の指定について

八潮市老人福祉センター寿楽荘の指定管理者の指定について

八潮市老人福祉センターすえひろ荘の指定管理者の指定について

八潮市身体障害者福祉センターやすらぎの指定管理者の指定について

八潮市障がい者福祉施設わかくさの指定管理者の指定について

八潮市障がい者福祉施設虹の家の指定管理者の指定について

八潮市立コミュニティセンターの指定管理者の指定について

人権擁護委員の推薦について

議案第91号

議案第92号

議案第93号

議案第94号

議案第95号

議案第96号

議案第97号

議案第98号

議案第99号

議案第100号

議案第101号

議案第102号

議案第103号

議案第104号

議案第105号

議案第106号

議案第107号

議案第108号

議案第109号

議案第110号

議案第111号

議案第112号

議案第113号

議案第114号

議案第115号

議案第116号

議案第117号

議案第118号

議案第119号

議案第120号

議案第121号

議案第122号

議案第123号

議案第124号

議案第125号

議案第126号

議案第127号

議案第128号

議案第129号

議案第130号

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

※民政…民政クラブ、公明…公明党、共産…日本共産党、みらい…みらい会議８４０、ミモザ…ミモザの会、やしお…やしおファイトの会、りっけん…りっけん八潮の会
※○は賛成、×は反対、欠は欠席。〇などの後の数字は人数。

○２
欠１

○２
欠１
○２
欠１

令和７年第４回定例会

付託委員会 議決結果件　　　　名議案番号

付託省略

〃

〃

原案可決

原案否決

原案可決

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

太陽光発電設備のリサイクル推進及び適正な廃棄処理に関する意見書

現行のままＯＴＣ類似薬の医療保険適用継続を求める意見書

衆議院議員定数の削減問題の議論は慎重を期すことを求める意見書

議第18号議案

議第19号議案

議第20号議案

○

×

×

※総文…総務文教、建水…建設水道、福環…福祉環境の略

付託委員会 議決結果件　　　　名議案番号

付託省略 原案可決 ○ ○ ○ × ○令和７年度八潮市一般会計補正予算（第６号）議案第90号 ○

令和７年第３回臨時会

議案の処理結果

公明民政 共産みらいミモザやしお りっけん

公明民政 共産みらいミモザやしお りっけん

公明民政 共産みらいミモザやしお りっけん

八潮市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例について



高
齢
者
の
交
通
機
関
へ
の

運
賃
補
助
に
つ
い
て

包
括
連
携
協
定
大
学
の
拡
充
と

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

八
潮
市
の
町
会
・
自
治
会
加
入
率
の

増
加
を
目
指
し
て

一般質問から

1
番

大
島
　
愛
音

18
番

篠
原
　
亮
太

地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て

不
法
投
棄
撲
滅
に
つ
い
て

17
番

前
原
　
鮎
美

15
番

金
子
　
壮
一

6
番

小
倉
　
聖
彦

　

令
和
７
年
６
月
の
定
例
会
一

般
質
問
に
お
い
て
関
係
機
関
等

と
の
協
議
会
（
抑
止
と
逮
捕
を
深
く

議
論
し
撲
滅
す
る
た
め
）
が
必
要
で

は
な
い
か
と
い
う
質
問
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
市
で
は
ど
の
よ
う
な
検
討
が

な
さ
れ
ま
し
た
か
？

　

市
内
の
不
法
投
棄
対
策
の
効

果
的
な
推
進
及
び
関
係
機
関
等

と
情
報
共
有
及
び
連
携
強
化
を
目
的

に
、
令
和
７
年
８
月
29
日
、
八
潮
市

不
法
投
棄
対
策
に
関
す
る
会
議
を
開

催
し
、
国
土
交
通
省
江
戸
川
河
川
事

務
所
、
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務

所
、
埼
玉
県
越
谷
環
境
管
理
事
務
所
、

草
加
警
察
署
の
ほ
か
、
庁
内
関
係
課

が
出
席
し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
、

会
議
の
目
的
、
市
内
の
不
法
投
棄
の

現
状
、
各
関
係
機
関
や
庁
内
関
係
課

の
取
組
状
況
に
つ
い
て
、
情
報
共
有

を
図
り
、
今
後
に
つ
い
て
も
定
期
的

に
会
議
を
開
催
し
、
効
果
的
な
不
法

投
棄
防
止
対
策
等
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
関

係
機
関
か
ら
は
不
法
投
棄
を
発
見
し

た
際
は
速
や
か
に
連
絡
を
取
り
合
い
、

警
察
署
と
連
携
し
な
が
ら
問
題
の
早

期
解
決
に
向
け
取
組
み
を
強
化
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

Q

　

町
会
加
入
率
90
％
の
福
島
県

会
津
若
松
市
で
は
、
転
入
者
と

町
会
長
を
繋
ぐ
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て

い
ま
す
。
市
民
課
窓
口
で
転
入
者
に
、

「
町
内
会
加
入
引
き
継
ぎ
書
」
と
い

う
用
紙
を
お
渡
し
し
、
ご
希
望
が
あ

れ
ば
ご
記
入
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
元

に
市
か
ら
町
会
長
へ
連
絡
を
し
て
、

町
会
長
が
転
入
者
に
入
会
届
を
持
っ

て
い
け
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
加
入
率
を
上
げ
る
に
は
、
多
く

の
転
入
者
に
「
引
き
継
ぎ
書
」
に
ご

承
諾
い
た
だ
き
、
転
入
者
を
町
会
長

へ
繋
ぐ
、
直
接
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
肝

心
要
と
思
い
ま
す
。
窓
口
業
務
は
多

忙
と
存
じ
ま
す
が
、
庁
舎
と
駅
前
出

張
所
の
方
で
「
引
き
継
ぎ
書
」
を
活

用
し
た
、
転
入
者
へ
の
ご
案
内
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

市
民
課
窓
口
で
は
転
入
時
の

多
岐
に
渡
る
手
続
き
を
ご
案
内

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
町
会
加
入

チ
ラ
シ
も
あ
り
ま
す
が
、
配
布
だ
け

で
は
な
か
な
か
加
入
率
の
向
上
に
結

び
つ
い
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
こ
で
現
在
、
で
き
る
だ
け
担
当
課

か
ら
直
接
、
町
会
の
必
要
性
等
を
丁

寧
に
説
明
す
る
仕
組
み
を
検
討
し
、

新
た
な
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

社
会
の
急
速
な
デ
ジ
タ
ル
化

や
Ａ
Ｉ
化
、
働
き
方
の
変
化
を

背
景
に
、
社
会
人
の
「
学
び
直
し
」

（
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
）
は
、
産
官
学

が
連
携
し
て
進
め
る
国
の
重
要
な
政

策
で
す
。
市
民
が
地
域
で
学
び
直
し
、

再
び
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
は
、

本
市
の
生
涯
学
習
都
市
宣
言
の
理
念

に
通
じ
ま
す
。
本
市
は
周
辺
に
多
く

の
大
学
が
集
積
す
る
地
理
的
特
性
を

有
し
て
お
り
、
大
学
の
「
知
的
資

源
」
を
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
活

か
せ
る
と
考
え
ま
す
。
大
学
の
サ
テ

ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
も
視
野
に

入
れ
た
、
包
括
連
携
協
定
大
学
の
拡

充
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。　

大
学
と
の
包
括
連
携
協
定
に

つ
い
て
は
、
相
互
の
資
源
を
有

効
に
活
用
し
、
協
働
の
取
組
を
進
め

る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
や
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
本
市
の
課
題
解

決
に
つ
な
が
る
新
た
な
視
点
で
の
提

案
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
、

現
在
協
定
を
結
ん
で
い
る
各
大
学
と

の
連
携
を
充
実
さ
せ
、
さ
ら
な
る
展

開
を
検
討
し
た
上
で
、
拡
充
に
つ
い

て
は
機
会
を
と
ら
え
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q

　

道
の
駅
の
計
画
が
進
展
す
る

一
方
で
、
農
業
者
の
高
齢
化
や

農
地
の
減
少
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
八
潮
市
の
農
業
者
が
、
誇

り
と
や
り
が
い
を
持
っ
て
、
都
市
農

業
を
継
続
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
地

場
産
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
収
益
性

の
拡
大
に
つ
い
て
、
伺
い
ま
す
。

　

八
潮
を
代
表
す
る
野
菜
の
一

つ
で
あ
る
枝
豆
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
か
ら
、
八
潮
市
地
産
地

消
推
進
協
議
会
が
、
味
の
統
一
性
等

を
図
る
た
め
に
選
定
し
た
品
種
の
種

を
、
市
の
補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら

購
入
し
て
、
会
員
等
の
農
業
者
に
よ

り
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、

市
で
作
成
し
た
ブ
ラ
ン
ド
シ
ー
ル
を

貼
り
販
売
す
る
仕
組
み
で
、
地
場
産

野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
ス
タ
ー
ト
し
、

枝
豆
の
収
穫
が
始
ま
る
５
月
に
「
や

し
お
枝
豆
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
祭
」
、
旬
の

６
月
に
「
や
し
お
枝
豆
大
感
謝
祭
」

を
開
催
し
、
当
日
収
穫
し
た
枝
豆
の

試
食
や
販
売
を
実
施
し
、
Ｐ
Ｒ
を
行

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
イ
ベ
ン
ト
の

様
子
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
に
毎
年
取

り
上
げ
ら
れ
、
少
し
ず
つ
八
潮
の
枝

豆
が
市
内
外
に
浸
透
し
て
い
ま
す
。

Q　

交
通
系
Ⅰ
Ｃ
カ
ー
ド
を
使
っ

て
路
線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
を
利

用
す
る
高
齢
者
に
、
運
賃
を
補
助
す

る
サ
ー
ビ
ス
が
越
谷
市
で
始
ま
り
ま

し
た
。
75
歳
以
上
の
高
齢
者
が
対
象

で
、
越
谷
市
を
拠
点
に
運
営
す
る
バ

ス
や
タ
ク
シ
ー
会
社
の
利
用
に
補
助

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
八
潮
市

の
多
く
の
高
齢
者
の
方
か
ら
「
交
通

機
関
の
利
用
補
助
が
ほ
し
い
」
「
外

に
出
か
け
て
元
気
に
な
り
た
い
」
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
八
潮

市
も
越
谷
市
の
よ
う
な
高
齢
者
へ
の

運
賃
補
助
が
で
き
な
い
の
か
伺
い
ま

す
。

「
八
潮
超
げ
ん
き
ｄ
ｅ 

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
」

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

　

本
市
と
し
て
は
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
多
額
の
費

用
が
必
要
な
こ
と
な
ど
か
ら
、
直
ち

に
導
入
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
「
越
谷
げ
ん
き

ｄ
ｅ 

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
」
の
導
入
効
果
や
、

他
の
先
進
自
治
体
の
利
用
状
況
、
費

用
対
効
果
等
に
つ
い
て
情
報
収
集
す

る
と
と
も
に
、
調
査
研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q

※
議
員
名
の
右
の
番
号
は
、議

席
番
号
を
示
し
て
い
ま
す
。

※
議
長
、副
議
長
及
び
監
査

委
員
の
職
に
就
い
て
い
る

議
員
は
、申
し
合
わ
せ
に

よ
り
、一
般
質
問
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

Ａ

Ａ

Ａ

　

令
和
７
年
第
４
回
定
例
会

の
一
般
質
問
は
、12
月
15
日
・
16

日・17
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、

17
人
の
議
員
が
50
項
目
の
質

問
事
項
に
つ
い
て
、市
の
見
解

を
求
め
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、各

議
員
の
主
な
質
問
の
一
部
と
、

そ
れ
に
対
す
る
市
の
見
解
を
紹

介
し
ま
す
。

　

な
お
、詳
し
く
は
八
潮
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
会
中
継

（
録
画
）ま
た
は
２
月
下
旬
に

更
新
予
定
の
八
潮
市
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
議
録
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

Ａ

Ａ

令和8年（２０26年）2月
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